理系自主ゼミサークルＳ２Ｓ　サークル説明会用資料
作成日：2012年3月29日

1. Ｓ２Ｓはどんな活動をしているサークルなんですか？
· 主な活動は次のふたつです：
①自主ゼミを開いて学生同士で勉強会を開催する。
②単位取得のために試験対策活動をサポートする。
· 自主ゼミとは：
· 少し難しめの本を選んで「これをみんなと一緒に理解しよう！」という勉強会です。一人で読んでいたら分からないところは分からないままか、あるいは分かったフリをしたままになってしまいます。なので何人かで集まって議論をしながら読み、より深く理解してゆくのが目的です。
· 自主ゼミは友達同士でも出来ますが、わざわざサークルとして立ち上げたのは、回生間の交流、そして系間の交流 ができたらいいなと思っているからです。
分からない人が３人集まっても、お互いに指摘しあえば理解を深めることが出来ますが、そのゼミに、一度その本を読んだ上回生が混ざったらもっと深く理解することができます。その先輩が読んだときはどこにつまづいたか、自分の専門としている分野ではどのように使われているかなど、一年以上多く勉強しているからこそ分かる視点というのがあります。これが回生間交流の目的です。
· また、京大理学部は二回生まで専門が分かれていません。そのため、さまざまな分野に触れる機会が他の大学よりも多いというのが特長です。私たちはその機会をうまく活かそうと考えています。多種多様な専門の人が混在した勉強会を開き、知見の共有を図ることが系間交流の目的です。
· また、当サークルで主催しているゼミはサークルメンバー以外の学生・院生の方々が参加してくださっても大丈夫です。むしろ大歓迎です。

· 試験対策活動とは：
· これは、各クラス試験対策委員と合同で、試験対策プリントをつくったり、試験対策講義を行ったりしています。兼任している人もたくさんいます。
· 先輩や担当教員から試験問題のバックナンバーを入手してそれをクラスメイトに配布するだけの簡単なお仕事でもいいのですが、せっかくだからその問題を実際に事前に解いて解説も加えて配布する、というのがメインの活動にあたります。過去問のみの配布は、手に入れさえすれば正直なところ誰にでもできます。ところが一方、実際に自分の手を動かして「誰かに説明するためにプリントを作成する」というのはそれ相応のスキルと時間が必要です。なので、試験対策活動によってある程度の利益はもちろん、自分の学力や知識の増大にもつながります。自分の知識が収入源になるのです！
· 正しいプリントを作る努力は必要ですが、「間違っていたらどうしよう･･･」とか「ここの解説は自信ないな･･･」とかいう風に考えて臆することはありません。先輩に訊いたら教えてくれるはずですし、完璧でないといけないものでもありません。積極的に果敢に攻めていってみてはいかがでしょうか。
· （というかシケタイをやらない人、あるいは専門分野でない科目の受講者は、単位とれたらいいやーと考えているはずなのでそんなに気に病むこともないでしょう）

· ひとことで言うと、勉強に対する意欲を持った理系学生のためのサークルです。
· 自分の専攻している分野や得意なジャンルを超えた交流ができるので、より広い知見の共有が可能なのが特長です。

2. 定期的に集まって例会を開いて話し合いもします
· 現在、毎週月・水曜日の５限後に例会をしています。ただし祝日は除きます。
· 例会がある日は昼休み以降にメールで例会場所や議題が告知されます。
· 例会の議題は、たとえば自主ゼミの進捗状況の中間報告だったり、イベントに関する話し合いだったり。さらに例会場所が講義室であれば、誰かが適当に前に出ておもしろい話を展開することもあります。
· 例会での話し合いがとくになければ、個々人で勉強したり、数人で自主ゼミっぽいことを展開したりしています。勉強していて行き詰まったら、そのあたりの適当なサークルメンバーをつかまえて質問してみましょう。後輩から先輩へのヒントを求める質問はもちろん、先輩が復習や確認のために後輩に訊くこともあるかもしれません。
· 要は、理系学問で駄弁ったり情報交換したりする場なんだって捉えていただければいいかと思います。実際、例会での雑談がきっかけで「こういう分野おもしろいよね、一緒にやろうよ」という具合に始まった自主ゼミもあります。

3. 会費って高いんですか？
· 入会費や年会費を徴収することは基本的にないです。実費負担がほとんどです。
たとえば…ゼミで使うテキストや、試験対策プリントのコピー代などは自己負担でお願いします。

4. 入団方法とメーリングリストについて
· サークル専用のメーリングリスト（ＭＬ、メーリス）に登録することで入団と見なします。
· 入団条件は、勉強に対する意欲をそれなりに持っている京大生または京大院生であることです。
· 学部、回生、年齢、性別、年収などは一切問いませんし、他のサークルのかけもちもＯＫです。

5. 連絡先
· Ｓ２Ｓ Webページ【 http://s2s.undefin.net/ | Twitter : @s2s_ku 】
· 新歓担当・松本滉平 【 www.mokyu.www@ezweb.ne.jp 】
· [bookmark: _GoBack]Ｓ２Ｓメーリングリスト登録ページ 【 20926514@ra9.jp 】
